
クーデターに反対する「市民的不服従運動 (CDM)」に参加し、

米や食料を買うお金にも窮しているミャンマーの大学教員・職員の

生活を支えるために、ご寄付をお願いします。

クーデターに抗議する平
和的行動(2月1日～)

国軍がクーデターで政権奪取。市民的不服従運動 (CDM)、市
民たちの平和的な抗議活動が始まる。

街頭抗議行動への残虐な
弾圧(2月28日～4月9日頃)

大規模な抗議集会・デモが全土に広がる。実弾射撃を含む激
しい武力弾圧で多数の市民を殺害。抵抗側、街にバリケード
を築き、火炎瓶などを使用。

国民統一政府樹立
(4月16日～)

国民統一政府（NUG）樹立、国民防衛隊（PDF）創設。民族
自治州などへ空爆を含む激しい攻撃。多数の住民が避難。
CDMへの攻撃強まる。

コロナを利用して弾圧
(7月10日頃～)

Covid-19感染症の感染急拡大、死者急増。民族自治州などへ
の攻撃が続き、地元PDFが防衛戦をはじめる。各地で爆弾の
爆発、暗殺が起きる。

自衛の戦いはじまる
(9月7日～)

NUG、国軍への自衛のための攻撃開始（D-Day）宣言。チン
州などへの「クリアランス」作戦はじまる。

最近(10月)の国際的な動き
国連代表が当面NLD政権時代の現大使継続。フランス元老院、
欧州議会がNUGを合法政府として受け入れ決定。ASEANサ
ミットに国軍トップを招待しないと決定。

ミャンマーの大学CDMを支える会（会長齋藤博） 2021年10月22日

ミャンマーでは2021年2月1日、国軍がアウンサンスーチー国家顧問をはじめ政権幹部・

国会議員らを拘束し、クーデターを起こしました。

ミャンマー全土で、クーデターに抗議する市民たちの決死の活動が沸き起こり、軍事力

を使ってそれを弾圧する国軍の暴行・拉致・拷問・性的暴力・殺人は、報道されている以

上の想像を絶する残虐さです。

2・1の翌日一人の公立病院医療従事者が「国軍には協力しない」と宣言して始めた市民

的不服従運動 (CDM ) は、SNSを通じてまたたく間に拡散され、鉄道、運輸、教育、エネ

ルギー、警察、外交のスタッフが次々と参加し、軍事政権下で働くことを拒否しています。

私たちが支援しているマンダ

レー工科大学では、教員・職員

の70％以上がCDMに参加してい

ます。彼/彼女らは軍事独裁政権

によって「退職扱い」にされま

した。3月から給与はストップし、

教員住宅から退去させられまし

た。支援金を受けられる人は３

分 の １ で す (5 月 現 在 ) 。

私たちは、１世帯あたり、毎

月5,000円を支援します。

2月1日クーデター軍政下のミャンマー

【支援の方法】１世帯・１か月分の支援金として、１口5,000円（約6万チャット相

当）を毎月贈ります。ミャンマーでは１人が1か月に食べる米とおかず代は5万チャッ

トかかります。住むところも追い出された彼らのために、継続的なご支援をお願いい

たします。数か月分をまとめてのお振込み、あるいは少額のご寄付も大歓迎です。

【寄付の振込先】下記、ゆうちょ銀行口座(振替口座／振込口座)へお願いいたします。

ゆうちょ銀行振替口座／名称：ミャンマーの大学CDMを支える会

口座番号：００１９０－６－７３１８２１

ゆうちょ銀行一三八(イチサンハチ)振込口座／名称：ミャンマーの大学CDMを支える会

店番：１３８／種目：普通預金／口座番号：０３９８０５４

＊銀行振込の場合は、下記連絡先メールアドレスにお名前、コメントをお送りください。

お問い合わせ・連絡先 eメールアドレス： c d m m 2 0 2 1 2 1 @ g m a i l . c o m

【CDM (Civil Disobedience Movement) の目的】

1. ミャンマー国軍のクーデターに反対する。

2. 総選挙で選出された議員からなる政府を求める。

3. 国軍が拘束した人たちをいますぐ解放すること。

4. 国軍による暴行・拷問・性的暴力・殺人をいま

すぐやめること。

5. ミャンマーに民主主義を。

CDM によって国家運営ができず財政的にも大きな打撃を受けている国軍は、この平和

的な運動を切り崩すために激しい攻撃を加えています。

給与を支払わない、宿舎から追い出す、解雇を迫る、解雇する、逮捕する、拷問する、

暴行を加える、家族を脅す、子どもや老親を人質に連れ去る、……。

給与の支給が停まり、収入のなくなったCDM参加者は、苦しい生活をやりくりしていま

す。生活支援の手は、一部の参加者にしか届いていません。

私たちは人道的な立場から、CDMに参加している教育関係者のうち、大学教員・職員の

生活を継続的に支えていきます。

会のホームページをご覧ください。
いま起きていること・在日ミャンマー人が思うこと・クーデ
ターの180日間・植民地化以降の略年表 などを掲載しています。

http ://savemyanmar-sakura . jp/


